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Abstract
　Morphological characters of female and male 
Argulus japonicus Theile, 1900 are reported using 
three specimens (one female and two males) collected 
from a common carp Cyprinus carpio Linnaeus, 1758 
(Cypriniformes: Cyprinidae) in Lake Izunuma 
(38º43'09"N, 141º06'09"E), Miyagi Prefecture, 
nor thern Honshu,  Japan.  The specimens are 
particularly characterized by the first pair of legs each 
with a single plumose seta on the posterior margin of 
the coxa and 46–51 supporting rods per first maxilla. 
These characters are useful to differentiate A. 
japonicus from a morphologically similar species 
Argulus coregoni Thorell, 1864, that also occurs in the 
inland waters of the same prefecture. This paper 
compiles the records of fish disease-causing argulid 
branchiurans from northern Honshu published between 
1982 and 2017. These branchiurans were mostly found 
on common carp, but they have not been identified 
based on morphological and/or molecular features.  

はじめに
筆者らは，先に宮城県の伊豆沼と内沼に生息

する魚類からエラオ類の 1種，モウコチョウ

Argulus mongolianus Tokioka, 1939の標本を得て，

この種を再記載するとともに，国内初記録として

報告した．また，この寄生虫が中国から持ち込ま

れた国外外来種と考えられることを述べた

（Nagasawa et al., 2022）．その際，論文の緒言で，

同属のチョウ Argulus japonicus Thiele, 1900も伊

豆沼・内沼産魚類に寄生することを述べたが，論

文の目的がモウコチョウの再記載であったため，

チョウに関する詳しい記述は行わなかった．

わが国の野生淡水魚には，上記 2種のほかに，

チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1894を加

えた 3種のチョウ属エラオ類が寄生することが知

ら れ て い る（ 長 澤，2009；Nagasawa, 2011；

Nagasawa et al., 2022）．このうち，チョウとチョ

ウモドキの外観はよく似ているため（Tokioka, 

1936；Yamaguti, 1937；時岡，1965），両種を肉眼

あるいは実体顕微鏡下で識別することは難しい．

また，チョウとチョウモドキは厳密な宿主特異性

を示さないため，同定の手がかりとして，宿主の

情報を用いることは正しくない．両種を正確に同

定するには，信頼できる分類形質を生物顕微鏡で

観察することが必要である．このことに関して，

最近，第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数と第 1小顎

吸盤縁部の支条数が両種の識別に有効であること

が報告された（長澤・谷口，2021；Nagasawa et 

al., 2022, 2023；長澤，2023）．

宮城県伊豆沼産コイから採集されたチョウと
東北地方におけるエラオ類の記録
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魚病分野で，チョウとチョウモドキは淡水養

殖魚の寄生虫として知られる（例えば江草，

1978；小川，1983, 2004）．このため，後述するよ

うに，筆者らが調べた範囲でも，宮城県を含む東

北地方 4県の水産研究機関が発行した出版物にエ

ラオ類が原因とみられる魚病記録が残されてい

た．しかし，寄生虫の同定に言及した記録はなく，

同定の根拠となる寄生虫の形態や図，写真，遺伝

情報等も示されなかった．これは，厳密さと正確

さを要求される病原体の同定として極めて不十分

な状況であると言わざるを得ない．

本論文では，こうした背景を考慮して，宮城

県伊豆沼で採集したチョウに関して，一般的な形

態的特徴に加えて，上記の羽状剛毛数と支条数に

ついて報告する．また，今後のエラオ類に関する

分類研究や魚病研究に資するため，東北地方各県

の報告書におけるエラオ類に関する情報を整理し

て示す．なお，伊豆沼・内沼産魚類におけるチョ

ウとモウコチョウの寄生状況に関する知見は別の

論文で報告する予定である．

材料と方法
2020年 4月 17日，宮城県の栗原・登米両市に

またがる伊豆沼（38º43'09"N, 141º06'09"E）にお

いて，電気ショッカーを積載した船を用いて魚類

を捕獲した．これら魚類を個体ごとにビニール袋

に入れて，伊豆沼北岸にある伊豆沼・内沼サンク

チュアリセンターの研究室に運び，標準体長（SL，

mm）を測定後，エラオ類の寄生の有無を調べた．

エラオ類を見つけた場合には，寄生部位と寄生数

を記録後，ピンセットを使用して慎重に採集し，

70%エタノール液で固定した．後日，このエラ

オ類標本を静岡市にある水族寄生虫研究室におい

て，実体顕微鏡（Olympus SZX10）と生物顕微鏡

（Olympus BX51）を用いて観察し，種同定を行っ

た．本論文で述べるチョウは，上記捕獲魚のうち

1 尾 の コ イ Cyprinus carpio Linnaeus, 1758（490 

mm SL）から採集したもので，体表にチョウ 3個

体，体表と口腔にモウコチョウ 28個体が寄生し

ていた．両種は，背甲前部中央域の突出状態によっ

て識別できる（Nagasawa et al., 2022）．チョウ標

本は全長（背甲前端から腹部後端までの長さ），

背甲長（背甲前端から側葉後端までの長さ），体

幅（背甲最大幅）を測定後，ラクトフェノール液

で透徹し，木製スライド法（Humes and Gooding, 

1964；Benz and Otting, 1996）を用いて詳細な形

態観察を行った．標本は現在，茨城県つくば市に

ある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類コレク

ションに収蔵されている（NSMT-Cr 31506）． 

これらの作業に加えて，東北地方 6県がオン

ライン公開している水産研究機関の資料および三

重県にある水産技術研究所南勢・玉城庁舎の図書

室所蔵資料を中心に，各県におけるエラオ類の記

録を調べた．本論文で述べる魚類の和名と学名に

関して，イワナは亀甲（2018），他魚種は細谷（2015）

に従う．また，チョウの形態用語は長澤・谷口

Fig. 1. Argulus japonicus, female (A and B, 5.4 mm total length) and male (C and D, 4.3 mm total length), NSMT-Cr 31506, collected from 
the body surface of a common carp Cyprinus carpio (490 mm standard length) in Lake Izunuma, Miyagi Prefecture, Japan, on 17 April 
2020. The ethanol-preserved specimens of A. japonicus were photographed on 20 July 2023. A and C, habitus, dorsal view; B and D, 
habitus, ventral view. Scale bars: A and B, 1 mm; C and D, 1 mm.
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（2021）に従う．

結果と考察
形態（Figs. 1, 2）　標本は雌 1個体，雄 2個体

から成り，雌の全長は 5.4 mm，背甲長は 4.0 mm（全

長の 74.1%），体幅は 3.7 mm（全長の 68.5%）．雄

の全長は 4.2–4.3 mm，背甲長は 3.0–3.1 mm（全

長の 71.4–72.1%），体幅は 2.8–3.0 mm（全長の

66.7–69.8%）．

雌雄とも，以下の形態学的特徴を示す：背腹

方向に扁平な体を有する；ほぼ円形の背甲を具え，

前側縁は浅く湾入し，後部から深く湾入して 1対

の側葉となり，後端は円い；背甲前域に 1対の複

眼，その後方に 1個のノープリウス眼がある；第

1–2胸肢，時に第 3胸肢も背甲側葉にほぼ覆われ

る；背甲前域腹面に各 1対の第 1触角と第 2触角

を有する；その後方に吸盤状の 1対の第 1小顎が

位置し，それに強固な 1対の第 2小顎が続く；第

1小顎のやや前方の正中線上に前口鞘，その後方

に円筒形の口管を有する；背甲の各側葉に前後 1 

対の呼吸区域があり，前域は小さく後域は大きい；

胸部は 4節で，各節は 1対の胸肢を左右に有する；

第 4胸肢底節後端縁は丸く突出して遊泳葉を形成

する；腹部は左右の腹葉に分かれ，各腹葉は楕円

形で後端は円い．

雄は，第 2胸肢底節後縁に 2個の突起，第 3

胸肢底節・基節後縁に膨隆部，第 4胸肢基節前縁

に杭状突起を有する．

特に留意すべき特徴として，第 1胸肢底節後

縁の羽状剛毛数は左右ともに各 1本（Fig. 2）で

あり，第1小顎吸盤縁部の支条数は46–51本であっ

た（雌で 49本と 51本；雄の各個体で 48本と 48本，

46本と 48本）．

70%エタノール液中のチョウは雌雄ともほぼ

白色，複眼とノープリウス眼は黒色，呼吸区域の

輪郭は薄黒色．雌の胸部背腹両面は薄茶色，背面

に不規則な形をした黒斑が多数存在する（標本は

2020年 4月 17日に 70%エタノール液で固定され，

2023年 7月 20日に観察と写真撮影が行われた）．

備考　今回，伊豆沼産コイから採取したエラ
オ類は上記の形態学的特徴を示し，わが国で報告

されたチョウの特徴（Tokioka, 1936；Yamaguti, 

1937；Nagasawa, 2021；長澤，2023）にほぼ一致

することから，この種に同定できる．

日本産野生淡水魚から得たエラオ類を同定す

る際には，形態が類似するチョウとチョウモドキ

を慎重に識別することが求められる．特に宮城県

では，伊豆沼から約 35 km離れた鳴瀬川中流域の

魚類からチョウモドキが採集されているので（長

澤ほか，2023），信頼できる形質を観察して正確

に同定する必要がある．この点に関し，近年，第

1胸肢底節後縁の羽状剛毛数に両種間で明らかな

差異があることが報告されている（長澤・谷口，

2021；Nagasawa et al., 2022）．今回採集したチョ

ウ標本は 3個体とも 1本の羽状剛毛数を有し（Fig. 

2），過去にチョウから報告された本数と同じで

あった（Yamaguti, 1937；Nagasawa, 2021; 長澤，

2023；Nagasawa et al., 2023）．これに対して，チョ

ウモドキは 4本以上の羽状剛毛を有するため，両

種の識別が可能である［チョウモドキの文献は長

澤（2023）を参照］．

第 1小顎吸盤縁部の支条数も，チョウとチョ

ウモドキの識別に有用である．伊豆沼産チョウ標

Fig. 2. Micrographs of the coxa (with a single plumose seta) and 
base of the first leg in female (A, 5.4 mm total length) and male 
(B, 4.3 mm total length) Argulus japonicus, NSMT-Cr 31506, 
from a common carp Cyprinus carpio in Lake Izunuma, Miyagi 
Prefecture, Japan. Ventral view. Abbreviations: b, base; c, coxa; 
pl, plumose seta. Scale bars: A and B, 0.05 mm.
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本の支条数は 46–51本で，日本産チョウから報告

された本数とほぼ同じであった（約 50 本，

Tokioka, 1936；40–50本，Yamaguti, 1937；50–52本，

Nagasawa, 2021；47–51本，長澤，2023；47–48本，

Nagasawa et al., 2023）．いっぽう，チョウモドキ

から記録されている支条数はほぼ 60本以上であ

り，支条数によっても両種を識別できる［チョウ

モドキの文献は長澤（2023）を参照］．

東北地方におけるエラオ類の記録
本論文のはじめに記したように，東北地方各

県が発行した出版物に魚類病原体として残された

エラオ類の記録を調べた．その結果を県ごとに示

す．

青森県　青森県内水面水産試験場事業概要に
コイの「チョウ症」（三田ほか，1986），同試験場

事業報告書にコイの「チョウ症」（金澤ほか，

1988；吉田ほか，1988，1991；山内ほか，1999a, b）

とコイの「ウオジラミ症」（山内ほか，1993，

1999a, b；植木ほか，1994，1995，1996；松坂ほか，

1994，1995，1996），さらに青森県産業技術センター

内水面研究所事業報告にコイの「ウオジラミ症」

（兜森ほか，2017）の記録があった．

岩手県　岩手県内水面水産試験場年報に「チョ
ウ症」または「ウオジラミ症」の記録はなかった．

秋田県　秋田県農林水産技術センター水産振
興センター事業報告書にコイの「チョウ症」（水谷・

伊勢谷，2010），同県水産振興センター業務報告

書にゲンゴロウブナ Carassius cuvieri Temminck 

and Schlegel, 1846の「ウオジラミ類」寄生（保坂，

2016）とコイの「チョウ」寄生（保坂，2017）の

記録があった．

宮城県　宮城県内水面水産試験場・宮城県魚
病指導総合センター事業報告に「チョウ症」また

は「ウオジラミ症」の記録はなかった．

山形県　山形県内水面水産試験場事業報告書
にニシキゴイに寄生した「チョウ」（無記名，

1997） と イ ワ ナ Salvelinus leucomaenis (Pallas, 

1814) の「チョウモドキ症」の記録（鈴木ほか，

1986）があった．

福島県　福島県内水面水産試験場事業報告に，

コイとニシキゴイの「ウオジラミ症」（高越・根本，

1982；泉，1992a, b；石井，1994, 1995；岩上ほか，

1996a, b；山田・加藤，2010）の記録があった．

総括と今後の課題　上記の整理により，1982–

2017年に東北地方の県水産研究機関が発行した

出版物に，魚病名として「チョウ症」・「ウオジラ

ミ症」・「チョウモドキ症」，また病原体として「チョ

ウ」と「ウオジラミ類」の記録があることが明ら

かになった．「チョウ」・「チョウ症」・「ウオジラ

ミ症」は，東北 4県（青森・秋田・山形・福島県）

で確認され，病魚はほとんど例外なく飼育コイ（ニ

シキゴイを含む）で，秋田県では野生ゲンゴロウ

ブナに「ウオジラミ類」の寄生が見られた（保坂，

2016）．また，イワナの「チョウモドキ症」の記

録が山形県からあった（鈴木ほか，1986）．ただ，

いずれの記録にも学名は記されていなかった．ま

た，コイとゲンゴロウブナの当該寄生虫を「チョ

ウ」，「ウオジラミ」，「ウオジラミ類」に同定した

根拠が示されておらず，それらの魚病記録を後年，

学術雑誌等に報告した例もなかった．

「ウオジラミ」は海水魚に外部寄生するウオジ

ラミ科 Caligidaeウオジラミ属 Caligusのカイアシ

類であり（長澤ほか，2010），この名前が俗称と

して分類学的に異なるチョウに用いられたことが

ある（例えば片岡，1955；木村，1960）．このため，

淡水魚の寄生虫症に「ウオジラミ症」を用いるこ

とは正しくなく，また学術的な記録に寄生虫の俗

称を用いることも正しくない．

魚病分野で，コイの当該寄生虫症が「ウオジ

ラミ症」として報告されていた背景には，水産庁

が 1974年に編集した『魚病診断指針：コイ・ウ

ナギ・ハマチ』にコイの疾病のひとつとして「う

おじらみ症（チョウ寄生）」（富永，1974）を掲載

し，また日本水産資源保護協会が 1983年に編集

した『改定魚病診断指針 1』（無記名，1983）で

も「うおじらみ症（チョウ寄生）」を踏襲したため，

各県の魚病担当者はそれらに従っていたと推測さ

れる．いっぽう，これとは別に，日本魚病学会は

1984年以降，魚病名の選定を行っており，この

年に「選定された魚病名」のなかで「チョウ症

argulosis⇔アルグルス症（コイ，キンギョ）」の
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使用を推奨した（魚病研究，19: 211）．また，最

新版の「選定された魚病名（2023年改訂）」でも「鰓

尾類チョウ Argulus japonicusの皮膚寄生症」を

「チョウ症（コイ科魚類）argulosis」としている（魚

病研究，58: 30）．

こうした魚病名の変遷を考慮しつつ，東北地

方で記録された「チョウ症」や「ウオジラミ症」

の原因生物を考察すると，病魚の多くがコイで

あったことを踏まえると，それはチョウであった

可能性があるが，形態学的検討が必要である．こ

の生物は，少なくとも東北 4県（青森・秋田・山

形・福島県）に分布するかも知れない．これに関

連して，最近，宮城県の野生コイ，ゲンゴロウブ

ナ， ギ ン ブ ナ Carassius sp.， オ オ ク チ バ ス

Micropterus salmoides (Lacepède, 1802)から国外外

来種のモウコチョウが発見され，国内各地に定着

していると考えられている（Nagasawa et al., 

2022）．今後，コイ科魚類からエラオ類を見出し

た際には，モウコチョウの寄生もあり得ることに

留意する必要がある．ただし，両種の識別は容易

である（Nagasawa et al., 2022）．

いっぽう，東北地方でマス類が広く養殖され

ているにもかかわらず，エラオ類の記録はほとん

どなく，山形県産イワナで記録された「チョウモ

ドキ症」が唯一であった（鈴木ほか，1986）．「チョ

ウ症」や「ウオジラミ症」と同じく，原因生物を

チョウモドキに同定した根拠は示されなかった．

このような状況のなか，近年，形態学的特徴に基

づいてチョウモドキが同定され，秋田県産養殖ヤ

マ メ Oncorhynchus masou masou (Brevoort, 1856)

（長澤ほか，2020）と福島・秋田・宮城 3県の野

生 淡 水 魚（Nagasawa and Ishikawa, 2015；

Nagasawa et al., 2019；長澤ほか，2023）に寄生し

たことが報告された．これは，チョウモドキが少

なくとも東北地方の上記 3県に分布することを示

している．

今後，東北地方で病魚や野生淡水魚からエラ

オ類を採集した際には，まず，チョウとチョウモ

ドキはともによく似た形態を示し，その識別には

顕微鏡観察が必要であることを理解したうえで，

標本を同定することが必要である．また，魚病名

「ウオジラミ症」の使用は適切ではないので，同

定結果に基づいて，日本魚病学会によって選定さ

れた魚病名（「チョウ症」と「チョウモドキ症」：

魚病研究，58: 30）を用いることが肝要である．

さらに，これまで東北地方で魚類の疾病原因と

なったエラオ類の標本は残されていないので，今

後採集される標本は「証拠標本」として公立博物

館等に登録・収蔵し，後世の研究に資することが

望まれる． 
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